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他
に
勝
た
ん
と
欲
す
る
者
は
、
須
ら
く
先
ず
克
己
の
勇
気
を
興
起
す
べ
し
。
己
に
克
つ

こ
と
を
得
ざ
る
薄
志
弱
行
の
徒
は
、
安
く
ん
ぞ
能
く
他
に
勝
つ
こ
と
を
得
ん
や
。
苟
く
も

本
校
に
就
学
す
る
者
は
、
緊
褌
一
番
、
常
に
斯
の
気
を
鼓
舞
振
作
す
る
こ
と
を
要
す
。

　
　
　昭
和
丁
丑
秋
日

　
　
　
　
　
　八
十
二
翁

　
　
　晩
登
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（創
立
者

　豊
田
太
蔵
先
生
の
遺
訓
に
よ
る
）

す
べ
か

は
く
し

き
ん
こ
ん

こ

い
ず

よ

い
や
し

じ
ゃ
っ
こ
う

こ
う

予
備
の
他
に
15
部
必
要
？

巻頭言

コ
ロ
ナ
禍
の
同
窓
会
活
動

同
窓
会
長　

佐
伯　

健
二

▲県展賞
　「刻、『予感』2020」
　洋画：山下聖二さん（Ｓ52）

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
年
の
総

会
が
中
止
と
な
っ
た
。
総
会
で
同
窓

会
愛
称
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
役
員
会
議
決
と
な
っ
た
。
総

会
で
の
情
報
発
信
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
で
こ
そ
、
会
報
に
よ
る
情
報

発
信
が
重
要
だ
と
思
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
の
中
を

一
変
さ
せ
た
。
夏
の
総
会
も
中
止
に
追

い
や
ら
れ
た
。
密
接
、
密
集
、
密
閉
の

「
３
密
」
は
、
諸
悪
の
根
源
、
ご
法
度

と
な
っ
た
。
だ
が
考
え
て
み
れ
ば
、
わ

が
同
窓
会
の
集
ま
り
は
「
密
」
そ
の
も

の
で
あ
る
。

　

３
０
０
人
も
の
大
人
数
が
集
ま
り
、

ワ
ー
ワ
ー
言
っ
て
口
角
泡
を
飛
ば
し
、

盛
り
上
が
る
。「
密
」
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
熱
を
帯
び
、小
林
旭
で
は
な
い
が
、

同
窓
生
の
「
熱
き
心
に
」
感
激
、
感
涙

す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
ど
う
だ
。
コ
ロ
ナ
は
、
人

間
が
「
密
」
に
な
っ
て
盛
り
上
が
る
の

が
嫌
い
ら
し
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

私
た
ち
の
社
会
で
は
人
間
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
接
触
し
て

了
解
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

信
頼
は
心
身
の
共
鳴
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
。「
３
密
」
ご
法
度
状
態
が
続
け
ば
、

個
人
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
、

人
間
に
必
要
な
「
と
も
に
生
き
る
喜
び

や
力
」
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

「
密
」
が
ダ
メ
な
ら
、
回
避
す
る
策

や
、
人
間
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
保
つ
別
の
方
法
を
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。「
同
窓
会
報
の
発
行
」
は
間
違
い

な
く
そ
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
足
り
な
い
。

　

さ
て
、
次
の
一
手
は
？

　

い
つ
も
は
、

「
門
柱
」
を
見

な
が
ら
通
り

過
ぎ
る
。
で

も
こ
の
日
は
、

門
柱
の
辺
り

を
歩
い
て
み

る
気
に
な
っ

た
。

　

旧
校
地
に
あ
る
桜
が
あ
ま
り
に

見
事
で
、
役
場
の
フ
ェ
ン
ス
に
懸

か
っ
て
い
る
横
断
幕
が
隠
れ
る
ほ

ど
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
今
年

も
、
頑
張
っ
て
咲
い
て
く
れ
た
ん

だ
と
思
う
」
と
言
っ
た
、
役
場
職

員
の
Ｓ
氏
（
Ｓ
43
卒
）
の
コ
メ
ン

ト
を
思
い
出
し
た
。

　

今
年
は
、「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
令
さ
れ
た
。
そ
ん
な
不
安
が

よ
ぎ
る
せ
い
か
、
桜
は
心
な
し
淋

し
そ
う
に
見
え
て
し
ま
っ
た
。
歩

道
の
化
粧
タ
イ
ル
の「
コ
ナ
ン
君
」

（
写
真
左
）
も
、
フ
ァ
ン
の
姿
が

ぱ
っ
た
り
消
え
て
淋
し
そ
う
に
見

え
た
。

　

し
か
し
、〝
真
実
は
一
つ
〟。

　

朝
が
来
な
い
夜
は
な
い
。
コ
ロ

ナ
は
必
ず
終
息

す
る
。

（
写
真
は
４
／

７
に
撮
る
。
Ｔ
）
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「克己」
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コナン通り

同窓会の愛称は、「晩登会」（２面に詳報）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
夏
の
定
期
総
会
が
開
催

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
同
窓
会
規

約
第
13
条
（
総
会
開
催
不
可
時
の

対
応
）
に
よ
っ
て
役
員
会
議
決
と

し
た
。

　

同
窓
会
は
２
月
、
校
長
経
験
者

や
同
窓
会
役
員
を
長
く
務
め
た

方
々
に
よ
る「
愛
称
検
討
委
員
会
」

（
横
山
尚
登
委
員
長
、
９
人
）
を

設
置
。
同
検
討
委
員
会
は
数
回
に

わ
た
る
審
議
を
経
て
、
最
も
ふ
さ

わ
し
い
愛
称
は
「
晩
登
会
」
で
あ

る
と
答
申
。
こ
れ
を
４
月
28
日
の

同
窓
会
役
員
会
に
お
い
て
満
場
一

致
で
了
承
し
、
こ
の
あ
と
夏
の
全

体
総
会
に
提
案
し
、
決
定
す
る
運

び
だ
っ
た
。

　

愛
称
検
討
委
員
会
の
議
論
は
、

昨
年
夏
の
総
会
出
席
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
①
「
角
盤
会
」
②
「
育

陵
会
」
の
順
位
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、「
角
盤
会
」
よ
り
も

「
ば
ん
と
う
会
」「
晩
登
育
英
会
」

な
ど「
ば
ん
と
う
」あ
る
い
は「
晩

登
」
を
使
っ
た
愛
称
希
望
が
そ
れ

以
上
に
多
か
っ
た
点
に
着
目
、
重

視
さ
れ
た
。

　

答
申
に
当
た
っ
て
横
山
委
員
長

は
「
豊
田
太
蔵
先
生
の
高
い
志
を

事
あ
る
ご
と
に
振
り
返
る
こ
と
が

出
来
る
最
適
の
愛
称
」
だ
と
話
し

た
。

　

同
窓
会
の
正
式
名
称
は
「
鳥
取

中
央
育
英
同
窓
会
」
と
長
く
、
呼

び
難
い
。

　

他
校
の
例（
倉
吉
東
＝
鴨
水
会
、

倉
吉
西
＝
尚
操
会
、
倉
吉
農
＝
進

修
会
な
ど
）
も
あ
り
、
短
く
親
し

み
や
す
い
愛
称
を
決
め
た
ら
ど
う

か
と
、
佐
伯
会
長
が
一
昨
年
の
総

会
で
提
案
し
、
検
討
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
た
。

愛
称
決
定
担
当
の

　
黒
松
悟
司
副
会
長
の
話

「
こ
の
夏
の
総
会
で
決
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
開
け
ず
次
善
の
策
を
取
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
。
新
し
い
愛
称
が
母

校
愛
を
さ
ら
に
深
め
る
も
の
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
」

本会報は、原則として西暦表示は（下2ケタ数字）。元号の場合は、Ｓ（昭和）、Ｈ（平成）、卒年は数字のみで示す。

①プロフィールをお聞かせください。
生まれも育ちも鳥取市で、大学までずっと離れたこと

がありません。大卒後すぐに米子の高校に勤めましたが、
その後は鳥取に戻ったので、米子の６年間が唯一鳥取市
を離れた期間です。本校勤務は３年目ですが、鳥取市か
ら毎日通っています。
　部活動は小学校から大学までサッカー部でした。社会
人では部活動指導や審判活動が忙しくなり、一時期社会
人チームに所属しただけでした。40代後半からシニアの
チームに所属し、試合の日だけ球を蹴っています。

教科は地歴公民科で、日本史を中心に教えていました。
趣味は特にありませんが自然が好きなので、近くの山

を歩いたり走ったりしています。今年はソロキャンプを
目標に、道具だけは揃ってきましたが、近所のキャンプ
場がコロナ禍で人気のため空きがなく、自宅の庭で独り
焼き肉するこの頃です。

②あらためて鳥取中央育英高の感想を。
部活動が盛んだと改めて思いました。生徒はやんちゃ

な面もありますが、純朴だと思います。同窓会活動が活
発なことにも驚きました。

③�コロナ禍で学校が一時休校となり、教職員や生徒に対
する感染防止対策等については。
実際に感染されたり、風評被害等に遭われたりされた

方には心よりお見舞い申し上げますが、個人的には変化
が嫌いでなく、様々な対応についての創意工夫を楽しん
でいます。あまり苦労と感じていません。むしろ、様々
な出張が取りやめとなり、学校を空けずに仕事ができた
のは不幸中の幸いでした。

④�これからの抱負をお聞かせ下さい。
「育英」には優れた才能を持つ人を集めて育てること

と、優れた才能を持つ人に育てることの２つの意味があ
りますが、本校は県外や県内遠隔地からも集まる多様性
が魅力です。優れた人はさらに伸ばし、まだ力を発揮で
きていない人も刺激を受けて才能を伸ばす、そんな学校
になればと思います。

　
同
窓
会
は
８
月
４
日
、
倉
吉

市
内
の
ホ
テ
ル
で
役
員
会
を
開

き
、
同
窓
会
の
愛
称
を
「
晩
登

（
ば
ん
と
う
）
会
」
と
正
式
決

定
し
た
。「
晩
登
」
は
母
校
創

立
者
・
豊
田
太
蔵
先
生
の
雅
号
。

今
後
、
同
窓
会
報
の
題
字
を
は

じ
め
、
本
部
や
支
部
総
会
な
ど

で
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　2020年４月、鳥取中央育英高の
髙垣知博教頭が校長に昇任されま
した。新型コロナ感染禍、学校が
休校となり感染防止対策等につと
めておられます。そのご苦労や鳥
取中央育英高をどのような学校に
していかれるのか抱負を聞きまし
た。� （前田永宣編集長）

髙垣新校長に一問一答
育
英
同
窓
会
の
愛
称
は
、

「
晩
登
会
」
と
決
ま
る

生徒の才能を育て、伸ばす
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関
西
支
部
長　

竹
本
紀
穂
（
Ｓ
42
）

　

関
西
支
部
も

諸
先
輩
の
お
力

添
え
に
よ
り
、

51
回
ま
で
総
会

を
継
続
し
て
参
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
現
在
、
会
合
等
活

動
を
お
休
み
し
て
い
ま
す
が
、
収

束
次
第
、
再
開
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

時
と
場
所
は
違
え
ど
同
じ
学
び

舎
に
て
苦
楽
を
共
に
し
て
、
お
互

い
励
ま
し
あ
っ
て
き
た
仲
間
た
ち

を
大
切
に
し
、
更
に
は
、
同
窓
生

と
い
う
仲
間
意
識
を
も
っ
て
親
し

み
を
感
じ
つ
つ
交
流
の
場
と
し
て

の
活
動
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

治
療
の
方
法
も
予
防
の
方
法
も

確
立
さ
れ
て
い
な
い
今
の
よ
う
な

状
況
で
は
、
３
密
を
避
け
る
こ
と

で
、「
う
つ
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な

い
」
を
そ
れ
ぞ
れ
が
徹
底
す
る
行

動
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
再
会
の

時
ま
で
も
う
し
ば
ら
く
待
ち
ま

し
ょ
う
…
。

倉
吉
支
部
長　

横
山
尚
登
（
Ｓ
49
）

　

倉
吉
支
部

は
、
役
員
は
じ

め
会
員
の
み
な

さ
ん
が
積
極
的

で
、
支
部
総
会
は
毎
年
大
変
盛
り

上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
戸
田
通
昭
支
部
長
時
代

に
倉
吉
支
部
総
会
を
「
倉
吉
の
集

い
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
り
、
倉

吉
市
外
の
同
窓
生
に
も
広
く
参
加

を
呼
び
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ミ
ニ
講
演
会
を
企
画
す
る
な

ど
、
毎
回
工
夫
を
凝
ら
し
、
多
い

年
は
80
人
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
開
催
出
来
な
か
っ
た
分
も

合
わ
せ
て
、
来
年
は
盛
大
に
開
催

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

西
部
支
部
長　

金
田
健
司
（
Ｓ
47
）

　

６
年
前
の
退

職
を
機
に
、
飲

み
会
だ
け
な
ら

と
安
易
に
参
加

し
た
の
が
運
の
尽
き
、
長
年
や
っ

て
こ
ら
れ
た
木
下
博
夫
さ
ん
を
引

き
継
い
で
西
部
支
部
長
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
依
頼
原
稿
を
書
く

に
あ
た
っ
て
今
ま
で
の
同
窓
会
報

を
じ
っ
く
り
読
ん
で
み
る
と
、
今

さ
ら
な
が
ら
育
英
同
窓
会
が
本
当

に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
や
っ
て
こ

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

定
番
の
総
会
や
支
部
活
動
だ
け

で
な
く
、
美
術
展
や
小
説
の
発

刊
、
そ
れ
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
ま
で

あ
る
の
で
す
。

　

西
部
支
部
も
、
他
支
部
の
活
動

を
参
考
に
し
つ
つ
、
も
っ
と
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
参
加
で
き

る
よ
う
な
会
に
し
て
い
け
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
４
回
育
英
同
窓
会
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
晴
天

の
中
、
６
月
27
日
に
47
名
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。例
年
は
、

雨
の
中
で
の
プ
レ
ー
で
し
た

が
、
今
回
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
多
く
の
参
加
者
が
、

好
ス
コ
ア
で
楽
し
く
プ
レ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
49
年

卒
の
浪
花
敏
夫
君
が
優
勝
し
て

豪
華
な
（
？
）
賞
品
を
手
に
し

ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
お

金
は
、「
因
伯
子
供
学
園
」
に

寄
付
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
、
協
力
あ
り
が
と
う
！

大
栄
支
部

（
令
和
２
年
３
月
14
日
）

６
１
０
キ
ッ
チ
ン

支
部
長��

田
中
精
一（
Ｓ
44
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

で
開
催
を
躊
躇

し
ま
し
た
が
、

会
員
各
位
の
熱

意
に
押
さ
れ
て

実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
会

場
を
町
内
に
戻

し
た
こ
と
も
あ

り
、
昨
年
を
上

回
る
36
人
の
参

加
で
し
た
。

　

総
会
で
は
、

３
月
末
で
定
年

退
職
と
な
る
宍

戸
靖
雄
校
長
（
本
支
部
会
員
で

も
あ
る
）
の
「
顧
問
」
推
挙
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ

と
し
て
当
日
が

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
参
加

女
性
に
「
義
理

チ
ョ
コ
返
し
」

の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
贈
り
ま
し

た
。

　

次
回
は
、
令

和
３
年
３
月
中

旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

東
伯
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

 

　
　
　
　
　
47
名
の
に
ぎ
わ
い 

伊
藤　

喬（
Ｓ
48
）

支
部
の
動
き

同
窓
会
活
動
協
力
金
寄
付
者
一
覧

（
令
和
２
年
２
月
12
日
～
９
月
28
日
）

Ｓ
20
太
田
隆
光　

Ｓ
21
秋
山
寿

雄　

Ｓ
22
種
子
真
一　

Ｓ
25
提
嶋

清　

Ｓ
26
近
池
忠
義　

Ｓ
27
斎
尾

忠
彦　

戸
崎
夏
誉
子　

Ｓ
28
秋
山

信
孝　

川
上
祐
一　

田
中
静
穂　

中
野
博
保　

Ｓ
29
高
橋
瑞
慧　

田

中
悦
子　

Ｓ
30
今
出
眞
里
子　

西

谷
悦
夫　

Ｓ
31
朝
倉
津
奈
子　

有

福
上　

岸
本
俊
彦　

鈴
岡
孝
太
郎　

森
田
秀
雄　

山
田
節
弘　

Ｓ
32
渡

辺
俊
子　

Ｓ
33
石
賀
博　

石
田
裕

通　

井
上
順
道　

内
海
正
男　

梅

田
三
喜
子　

田
中
富
世　

松
井

幹
雄　

村
岡
洋
次　

山
脇
榮
一

郎　

Ｓ
34
相
見
槻
子　

今
西
玉
江　

植
田
紀
久
枝　

上
山
寛
光　

遠
藤

博
也　

岡
崎
担　

門
脇
公
雄　

黒

川
里
津
子　

小
寺
春
恵　

小
橋
士

郎　

柴
垣
久
美
子　

丹
波
紀
美
子　

戸
田
通
昭　

豊
嶋
賢
二　

中
原
正　

牧
野
紀
史　

森
本
紀
紘　

山
村
鉄

郎　

Ｓ
35
大
田
操　

岡
本
正　

小

椋
一
二
巳　

鈴
木
作
枝　

田
中
聰

子　

田
中
洋
一　

徳
岡
大
勝　

山

根
邦
重　

Ｓ
36
澤
村
良
子　

益
尾

禎
子　

Ｓ
37
天
野
敏
光　

吉
田
卓

史　

流
田
正
義　

Ｓ
38
朝
倉
直
之　

小
椋
陽
子　

紙
徳
豊　

斉
藤
俊
子　

坂
口
眞
由
美　

羽
戸
正
則　

林
原

捷
治　

馬
淵
義
則　

Ｓ
39
油
本
穀　

生
原
洋
明　

浦
田
安
一　

大
西
幸

江　

穐
山
恒
雄　

西
澤
功　

森
野

幸
子　

吉
野
勇
雄　

岡
田
信
吾　

Ｓ
40
德
田
正　

平
井
隆　

Ｓ
41
石

賀
良
幸　

染
川
磯
一　

高
塚
俊
蔵　

中
村
惠
子　

橋
本
和
憲　

松
岡
玉

枝　

山
口
悠
紀
子　

山
﨑
盈
二　

吉
井
健
児　

Ｓ
42
佐
藤
学　

竹
本

紀
穂　

谷
口
厚
史　

中
井
知
子　

灘
本
憲
夫　

Ｓ
43
斉
藤
和
夫　

清

水
重
行　

鈴
木
伸
子　

高
尾
久
美

子　

浪
花
良
孝　

平
野
聖
博　

前

田
道
明　

宮
尾
由
紀
子　

Ｓ
44
生

田
邦
夫　

岩
田
典
子　

梅
津
真
由

美　

岡
﨑
勝　

桑
崎
俊
文　

小
谷

敬
惠　

佐
伯
恵
美
子　

佐
伯
健
二　

大
本
準
一
郎　

竹
内
良
子　

仲
倉

洋
子　

西
本
美
紀　

長
谷
川
妙
幸　

濱
垣
治
郎　

堀
ち
づ
る　

松
下
美

恵　

山
下
繁
博　

山
下
誠
一　

山

根
正
二　

稲
墻
裕
子　

宮
脇
利
博　

Ｓ
45
近
藤
敏
夫　

長
谷
川
和
文　

平
野
宏
幸　

Ｓ
46
岡
田
茂
実　

紙

本
克
美　

黒
田
俊
一　

福
田
恭
子　

四
門
隆　

Ｓ
47
金
田
健
司　

岸
田

幸
子　

篠
原
真
智
代　

椿
千
枝
美　

八
幡
伸
八　

Ｓ
48
笠
見
和
則　

岸

田
寛
昭　

中
前
雄
一
郎　

長
棟
信

泰　

Ｓ
49
飯
田
綾
子　

浪
花
敏
夫　

矢
田
宏
人　

横
山
尚
登　

廣
芳
洋

一　

Ｓ
50
岸
澤
紀
子　

菅
原
久
宗　

立
川
一
裕　

永
岡
幸
光　

吉
村
賢

一　

Ｓ
51
伊
藤
裕
章　

稲
田
裕
司　

瀬
尾
浩
一　

田
中
祥
一　

Ｓ
52
竹

中
哲
喜　

津
川
俊
仁　

中
村
珠
枝　

Ｓ
53
倉
繁
良
文　

田
中
博
幸　

中

本
公
人　

Ｓ
54
稲
毛
靖　

門
脇
文

生　

河
本
真
二　

田
村
福
美　

中

原
千
春　

本
庄
政
文　

Ｓ
55
石
田

知
己　

梶
本
広
康　

横
山
美
紀
子　

Ｓ
56
鈴
木
健
一　

造
酒
幸
雄　

伊

達
浩
二　

原
田
昌
和　

森
井
裕
子　

Ｓ
57
齋
尾
紀
幸　

村
岡
亜
樹　

Ｓ

58
宇
田
川
聡　

Ｓ
59
米
田
欣
司　

Ｓ
60
盛
山
剛　

Ｓ
61
黒
田
美
穂
子　

杉
山
京
子　

松
村
成
喜　

米
原
正

人　

Ｓ
62
鳥
飼
敏
博　

Ｓ
63
大
前

直
美　

藤
田
裕
仁　

森
脇
慶
子　

Ｈ
１
横
山
演
章　

Ｈ
２
堀
尾
和
宏　

安
谷
忠
浩　

山
根
隆
治　

Ｈ
８
秋

山
佳
栄　

藤
田
将
弘　

Ｈ
９
森
下

久　

Ｈ
12
泉
竜
治　

佐
々
木
裕
介　

Ｈ
18
池
内
葉
月　

Ｈ
24
中
下
拓
耶　

Ｈ
25
盛
山
鈴
奈　

Ｈ
27
石
田
華
子　

西
川
僚　

Ｈ
30
小
椋
弘
喜　

松
田

麻
希
子

新
支
部
長
の
顔
ぶ
れ

　
新
支
部
長
さ
ん
に
、
支

部
運
営
の
抱
負
を
語
っ
て

も
ら
っ
た
。

事務局からのお知らせ
活動協力金の入金を
お願いします。
協力金は一口2,000円
払い込み用紙による
入金か、学校事務局
窓口まで。
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会
員
の
作
品

在校生＆職員の作品
（美術部と書道部）

　

第
十
三
回
全
国
公
募
書
道
展
「
放
哉
を
書
く
」
大
賞
（
一
般
の
部
）

　

国
際
高
校
生
選
抜
書
展
―
書
の
甲
子
園
―
出
品

2020年鳥取県美術展
入賞・入選の同窓生

県 展 賞　山下　聖二（Ｓ52）洋画
奨 励 賞　根鈴　裕之（Ｓ49）写真
受賞候補作品　佐伯恵美子（Ｓ44）洋画
入　　選　横山　尚登（Ｓ49）洋画
　　　　　池上　憲文（Ｓ53）写真
　　　　　井上　英明（Ｓ41）写真
※記載漏れの際は、何卒お許しください。

首里城　「段ボールで作ってみました」
（２年）前　美里さん・長谷川万桜さん（２人の共同作品）

洋画「静謐な時間」初入選
横山尚登さん（Ｓ49卒）

洋画「月灯りのエチュード」受賞候補
佐伯恵美子さん（Ｓ44卒）

（２年）足羽遥妃さん （顧問）小畑梨奈先生（２年）倉本杏音さん

緑ヶ丘ギャラリー



（ 5）第51号 鳥 取 中 央 育 英

塾
生
Ｏ
Ｂ
４
名
が
編
纂

【
経
過
】
冊
子
発
刊
の
プ
ラ
ン
が

持
ち
上
が
っ
た
の
は
、18
年
の
秋
。

約
80
名
の
元
塾
生
の
方
々
へ
手
記

執
筆
の
依
頼
を
発
送
し
た
の
が
今

か
ら
一
年
前
の
19
年
の
９
月
。
今

夏
、
初
校
の
段
階
に
な
っ
た
。

　

多
く
の
関
係
者
が
高
齢
で
亡
く

な
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
豊
田
太

蔵
・
収
先
生
の
「
塾
」
に
関
わ
る

手
記
が
一
切
無
く
、
編
集
作
業
は

難
航
を
極
め
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
い
つ
晩
登
塾
が
ス

タ
ー
ト
し
た
か
、
何
人
の
同
窓
生

が
お
世
話
に
な
っ
た
か
な
ど
全
く

記
録
が
無
く
、
こ
の
度
の
発
刊
で

「
塾
」
の
存
在
が
初
め
て
世
に
出

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

冊
子
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
70
頁
。

非
売
品
。

　

母
校
に
長
く
保
存
さ
れ
、
図
書

館
で
在
校
生
の
目
に
触
れ
ら
れ
る

外
、
県
内
の
関
係
機
関
に
配
布
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

「
晩
登
塾
」
冊
子
の
発
刊
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
と
え
家
が

貧
し
く
て
も
、
意
欲
の
あ
る
生
徒
に

は
で
き
る
限
り
最
高
の
教
育
を
受
け

さ
せ
た
い
と
い
う
豊
田
太
蔵
氏
の
理

念
に
と
っ
て
、
晩
登
塾
は
ど
う
し
て

も
必
要
な
も
の
で
し
た
。「
思
い
出
の

記
」
は
貴
重
な
記
録
で
あ
り
、
そ
の

時
代
ご
と
の
塾
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
太
蔵
氏
が
教
育
に

賭
け
た
情
熱
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
理

解
し
て
も
ら
え
る
冊
子
だ
と
思
い
ま

す
。
学
校
と
同
窓
会
、
そ
し
て
地
域

社
会
の
財
産
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　「これで良かったのだろうか」と
思いながら、ともかく編集を終える
ことになりました。編纂を始めてか
ら１年以上も時間が経過してしまい
ましたが、今は肩の荷を下ろすこと
が出来たような、ほっとした気持ち
です▽「晩登塾」の幕を閉じられて
から35年。私たち塾生４人が相集い、
豊田太蔵・収先生の人材育成にかけ
られた“もうひとつの「育英」”の理
念を記録しておこうと、記念冊子の
編纂を思い立ちました。その大きな
きっかけは、「小説ばんとう」が発
刊されたことと、田中祐輔・松井幹
雄さんの相次ぐ訃報に接したことで
立ち上げましたが
▽なかなか、冊子の全体イメージを
創りあげることが出来ず思いの外
時間がかかりました。豊田太蔵・収
先生自らの、「晩登塾」にかけられ
た思いを記した手記や手紙類などが
一切なかったことが最大の難点で
した。 そのため、本書は「晩登塾」
という存在の頂上に登るのでなく、
麓の周辺をぐるぐる巡りながら、「晩
登塾」という山を浮かび上がらせる
手法で編纂・編集した冊子です▽豊
田太蔵・収先生の思いをストレート
に伝えていないという意味で、隔靴
掻痒の感が否めません。非力をお詫
びするしかありません。

（戸田通昭 記）

森本紀紘（Ｓ34）
　小説「ばんとう」の著者松本薫さ
んに玉稿を寄せていただき、力強い
かぎりでした▽記念誌発刊の取り組
みに当たり、力になってもらいたい
と思った塾ＯＢの先輩同輩が、すで
に多数他界していることに改めて驚
き、歳月の流れを痛感しました。

磯江哲昭（Ｓ48）
　北栄みらい伝承館で「豊田太蔵・
収父子」を取り上げた企画展を開催
しました。その折に森本さんにお世
話になりました。その縁で、編纂に
関わり、清瀬時代を担当させていた
だきました。
　おかげで40年前を遡り、思い出を
たどりながら作業させていただきま
した。

編集に関わって
元塾生有志

豊
田
太
蔵
先
生
の
、

 

も
う
一
つ
の〝
育
英
〞

豊
田
太
蔵
先
生
の
、

 

も
う
一
つ
の〝
育
英
〞

「
晩
登
塾
」
記
録
冊
子
は
、
同
窓

会
の
事
業
で
取
り
組
ま
れ
た
も
の
。

そ
れ
が
、
発
刊
の
運
び
と
な
っ
た
。

「
晩
登
塾
」
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た

初
め
て
の
記
録
誌
に
な
る
。

「
晩
登
塾
」
冊
子
、
間
も
な
く
発
刊

昭和30年頃。塾の正門前で

時には、郊外にハイキングした

主な内容
第１部	 晩登塾の意義と歴史
	 年表　県立移譲文書と塾経営のこと
第２～４部	 塾生の思い出
第５部	 もうひとつの「ばんとう」

作家　松本　薫	さん記
第６部	 資料編
	 塾生名簿他

冊子発刊を祝して
松本　薫さん

（作家、米子市在住）
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地
域
で
歩
む

　「人権・同和教育」を実践して、40年になり
ます。きっかけは、開園したばかりの保育園で発
生した、園児（２歳）による部落差別言動でした。

「同和教育推進部」を創り、「部落差別の現実に深
く学ぶ」同和保育・教育を積極的に進めました。
一人ひとりの子どもが、輝くために、障がい児保
育、乳児保育、延長保育等、公立園に先がけて実
践を広げ、人間の尊厳を守る取り組みとなり、人
権分野が広がっていきました。
　県の人権教育アドバイザーとして韓国で人権
交流会に参加したことを契機に人権問題を学ぶ
一人旅を始めました。奄美、沖縄から北海道まで
毎年のように。現地で学び、現地だけでなく、先

住民族で初めて国会議員になられた萱
かや

野
の

茂さん、
「橋のない川」の住

すみ

井
い

すゑさんの御自宅での話
は、深い学びになりました。
　今年８月、倉吉市人権教育研究会（1,000名の会
員）会長として、石田倉吉市長と連名で、「新型コ
ロナウイルス感染症に関する倉吉市人権尊重宣
言」を作り、全戸配布をしました。多くの仲間の智
恵や協力を得ながら活動しています。「新型コロ
ナ」という激動の時代、どう向き合い、どう生きて
いくのか自分を問い直している日々です。

　生まれ育った船上山のふも
と、琴浦町以西で「農業組合法
人やまかわ」の代表理事を務
め、集落の仲間とともに21㌶
の農地を守っています。
　農業後継者不足などが深刻
になり、このままでは農村コミュニティーも崩壊
するといった危機感から15年ほど前、子どもか
ら大人まで集まって、自分たちの集落の未来につ
いて話し合いました。
　「１集落１農場」。農地の所有権は個人にある
が、耕作権は組合にある。労働には賃金を支払う、
といった形で集落営農に向かったのです。
　５年前に法人化し、コシヒカリや話題のミル
キークイーンなど良質米を栽培。山間地のハン
ディを逆手にとって、生活排水の汚れが全くない
源流栽培を前面に押し出しました。評判は口コミ
で伝わり、売れ行きは上々です。
　顧客には直接販売。従来の委託販売と違って消
費者の声が聞こえます。販売する喜び、感激も知
り、耕作の自信も付きました。お陰で、わが地区
は、耕作放棄地はありませんよ。

　

私
は
現
役
を
退
職
し
、
仲
間
と
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
３

年
前
に
ど
う
い
う
訳
か
こ
の
会
の
代

表
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
い
き
い
き
夢
く
ら
ぶ
」
は
、
鳥

取
県
中
部
の
退
職
者
を
中
心
に
現
在

会
員
２
４
７
名
で
活
動
。
本
年
で
15

年
目
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ゴ
ル
フ
愛
好
家
に
は
、
チ
ョ
ッ
と
名

の
売
れ
た
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
25
日（
３
月
～
11
月
ま
で
）

で
年
間
９
回（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
含
む
）

開
催
し
、
毎
回
１
３
０
名
ほ
ど
参
加

者
が
あ
り
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。ち
な
み
に
昨
年
は
９
回
開
催
し
、

延
べ
１
、１
５
５
名
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
に
は
多
く
の
育
英
の

Ｏ
Ｂ
の
方
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
こ
の
お
世
話
が
で
き
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
参
加
者
の
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら

れ
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
世
話
を
し

て
い
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
か
ら
27
年
。
私
は
、
琴
浦
町

で
実
家
の
薬
局
に
勤
め
る
傍
ら
「
鳴

り
石
の
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
「
と
っ
と
り
琴
浦

熱
中
小
学
校
」
で
、
地
元
を
楽
し
む

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
仲
間
か
ら
の
推
薦
で
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
に
応
募
し
、
当
選
い
た
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
聖
火
リ
レ
ー
の
延

期
が
発
表
さ
れ
、
そ
し
て
現
在
、
来

年
の
実
施
が
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
当
選
し
た
と
き
は
重
責
に
ド
キ

ド
キ
、
延
期
に
ハ
ラ
ハ
ラ
。
走
る
前

か
ら
緊
張
が
途
切
れ
ま
せ
ん
。

　

実
は
私
は
、
昔
か
ら
運
動
全
般
が

好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
走

り
始
め
た
動
機
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
。
沿

道
の
方
々
の
笑
顔
が
う
れ
し
く
て
、

町
の
方
々
と
交
わ
す
挨
拶
が
楽
し
く

て
、「
一
緒
に
走
ら
い
や
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
笑
顔
に
後
押

し
さ
れ
て
走
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
聖
火
を
通
じ
て
初
め
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
平
和
の
式
典
で
あ

り
、
身
の
周
り
と
世
界
が
繋
が
る
式

典
だ
と
意
識
し
ま
し
た
。
で
き
れ
ば

皆
さ
ん
と
笑
顔
で
世
界
と
繋
が
れ
た

ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
中
部
地
区
の
ゴ
ル
フ
愛
好

家
の
親
睦
団
体
の
「
い
き
い

き
夢
く
ら
ぶ
」。
そ
の
世
話

人
と
し
て
３
年
目
。
そ
の
喜

び
を
語
っ
て
も
ら
う
。東

か
ら
西
か
ら

倉吉市人権教育研究会会長

相見槻子（Ｓ34）

「じんけん」が
ライフワーク。

ふるさとの農地を守る
那須典久（Ｓ42）

「
い
き
い
き
夢
く
ら
ぶ
」
の

お
世
話
し
て
い
ま
す

石
賀
政
一
（
Ｓ
42
）

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

を
待
つ
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
で
す
」

家
森
あ
い
（
Ｈ
５
）

2018東京マラソンに
出場
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地
域
で
歩
む

三
徳
山
で
「
寺
カ
フ
ェ
」

米
田
広
美（
旧
姓�

宿
院
）（
Ｈ
７
）

　

旧
由
良
育
英
高
校
を
卒
業
し
て
、

大
阪
の
製
菓
学
校
に
入
学
し
、
一
年

後
鳥
取
に
帰
っ
て
洋
菓
子
屋
さ
ん
に

就
職
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
２
０
０
０
年
６
月
に
琴
浦

町
に
洋
菓
子
店
「
ウ
ィ
ー
ン
菓
子
リ

ン
ツ
』
を
開
業
。
独
自
の
ケ
ー
キ
を

追
求
し
な
が
ら
、
業
界
の
人
気
の

ケ
ー
キ
や
数
々
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る

お
菓
子
達
を
お
届
け
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、『
日
本
だ
か

ら
こ
そ
四
季
の
美
味
し
さ
を
、
安
心

安
全
な
お
菓
子
と
し
て
リ
ン
ツ
の
お

菓
子
を
皆
様
に
お
届
け
す
る
』
で

す
。
２
０
１
６
年
に
は
山
陰
初
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
出
店
を
果
た

し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
菓
子
リ
ン
ツ
は

閉
店
し
ま
し
た
が
、
同
年
４
月
27
日

よ
り
三
朝
町
の
三
徳
山
内
輪
光
院
に

て
『
寺
カ
フ
ェ
り
ん
つ
』
を
開
業
し
、

観
光
地
で
の
新
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

今
も
、
洋
菓
子
店
を
営
ん
で
い
た

時
か
ら
変
わ
ら
ず
の
モ
ッ
ト
ー
を
掲

げ
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
地
と
い
う
立
地
面
か
ら
、
ご

来
店
の
お
客
様
は
最
初
は
国
内
外
か

ら
の
観
光
客
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
最
近
は
、
地
元
の
リ
ピ
ー
タ
ー

様
も
多
く
、
新
し
い
お
客
様
も
増
え

て
お
り
ま
す
。
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、

豆
乳
を
発
酵
さ
せ
て
作
ら
れ
た
チ
ー

ズ
ク
リ
ー
ム
も
ど
き
を
使
っ
た
寺
ス

イ
ー
ツ
『
お
抹
茶
の
寺
ミ
ス
』
で
、

多
く
の
Ｔ
Ｖ
や
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
是
非
一
度
御
賞
味
い
た

だ
き
た
い
逸
品
で
す
。

　

都
合
に
よ
り
、
寺
カ
フ
ェ
「
り
ん

つ
」
は
現
在
休
業
中
で
す
。
再
開
は
、

来
年
春
５
月
の
予
定
で
す
。

「�

コ
ミ
ニ
テ
ィ
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
設
立
し
ま
し
た
」

永
江
さ
さ
え
愛

カ
ー
シ
ェ
ア
ク
ラ
ブ

代
表　

木
下
博
夫
（
Ｓ
38
）

　

車
を
持
た
な
い
高
齢
者
は
、
買
い
物

や
通
院
す
る
の
に
、
バ
ス
を
利
用
し
た

り
徒
歩
で
行
く
な
ど
、
大
変
な
労
力
を

使
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
は
、
外
出
す
る

際
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
で
は
な
く

タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
す
る
人
の
割

合
が
半
数
を
超
え
る
そ
う
で
す
。

　

高
齢
者
の
生
活
環
境
を
改
善
し

よ
う
と
、
鳥
取
県
・
米
子
市
・
日

本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協
会
・
日

本
財
団
の
支
援
の
下
で
、
米
子
市

永
江
地
区
の
高
齢
者
を
対
象
に
外

出
移
動
支
援
の
カ
ー
シ
ェ
ア
事
業

を
行
う
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
目
的
と
し
て
、
車
を
所

有
し
て
い
な
い
独
居
ま
た
は
高
齢

者
に
対
し
、
日
常
の
外
出
移
動
手

段
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

活
の
質
的
向
上
を
図
る
。
ま
た
、

住
民
同
士
が
交
流
し
、
互
い
に
支

え
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
お
年
寄
り
が
生
き

生
き
と
活
躍
で
き
る
町
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
く
、
な
ど
の
点
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

　

会
員
と
な
っ
た
利
用
者
か
ら
は

「
バ
ス
で
は
買
え
な
い
も
の
が
た

く
さ
ん
買
え
た
」「
病
院
や
そ
の

他
の
施
設
に
も
自
由
に
行
け
る
」

等
々
の
感
謝
や
喜
び
の
声
が
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者

と
の
交
流
も
促
進
さ
れ
、
住
民
同
士

が
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
基
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
同
士
の
話
し

合
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

永
江
地
区
の
お
年
寄
り
が
さ
ら
に

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
住
み
良
い

町
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
県
・
奈
良
の
高
校
が
修

学
旅
行
に
訪
れ
、
地
元
民
を
驚

か
せ
た
琴
浦
町
赤
碕
の
「
鳴
り

石
の
浜
」
で
、
カ
フ
ェ
ー
を
開

い
て
７
年
半
。
食
生
活
改
善
推

進
委
員
や
中
学
校
の
同
級
生
６

人
で
「
鳴
り
石
友
の
会
」
を
結

成
し
て
運
営
に
あ
た
り
、
そ
の

代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

毎
週
金
、
土
曜
の
昼
、
地

元
の
食
材
を
使
っ
て
塩
分
控

え
め
の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
を
鳴

り
石
の
浜
を
訪
れ
る
観
光
客
に

５
０
０
円
で
提
供
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
弁
当

に
切
り
替
え
ま
し
た
が
、
う
ま

く
て
安
心
、
健
康
に
も
良
い
と

高
齢
者
家
庭
な
ど
に
あ
り
が
た

が
ら
れ
、
常
連
客
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

も
う
け
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
役
に
立
て
る
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
。
そ
れ
が
う

れ
し
い
。
そ
う
感
じ
る
仲
間
と

つ
な
が
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

　

朗
読
の
会
、
町
内
の
サ
ロ
ン

の
会
な
ど
、
様
々
な
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
ま
す

が
、
で
き
る
時
に
、
で
き
る
事

を
し
て
お
き
た
い
。

　

い
ず
れ
（
自
分
が
）
お
世
話

に
な
る
時
が
き
ま
す
。
い
つ

も
、
そ
う
思
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

「鳴り石カフェー」を運営 岩崎和栄（Ｓ42）

「病院やその他の施設に

自由に行ける」という声が、

活
躍
す
る
会
員

寺カフェ「りんつ」の室内
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会員様々に…、

　

41
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。
戦
後
世
代

で
、
名
和
地
区
か
ら
多
く
の
生
徒
が
育
英

に
入
学
し
、
初
め
て
経
験
す
る
異
な
る
社

会
環
境
に
緊
張
し
ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
二
年
生
の
時

で
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
抜
け
出
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
銀
貨
（
百
円
）
の
交
換
に
銀
行

ま
で
自
転
車
で
走
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
育
英
で
の
教
育
は
、
生
徒
の
希
望
を

優
先
す
る
雰
囲
気
で
、
良
き
に
つ
け
悪
し

き
に
つ
け
、
自
由
度
が
高
か
っ
た
と
回
顧

し
ま
す
。

　

大
学
に
進
学
し
た
年
に
、
学
校
の
紹
介

で
漁
業
調
査
船
の
実
習
作
業
員
に
な
り
、

世
界
一
周
の
航
海
で
外
国
を
知
り
ま
し

た
。

　

東
京
出
港
後
、
最
初
に
寄
港
し
た
の
が

ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
。
接
岸
作
業

で
船
の
舷
側
か
ら
岸
壁
に
ピ
ョ
ン
と
飛

び
降
り
た
時
、
出
港
し
て
か
ら
初
め
て

「
足
が
地
に
着
く
」
感
覚
が
実
に
新
鮮
で

し
た
。

　

昭
和
46
年
３
月
、
由
良
育
英
高
等
学

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
大
栄
町
妻
波
か

ら
、
現
在
北
栄
町
役
場
の
あ
る
古
い
校

舎
に
自
転
車
で
通
学
し
て
い
た
記
憶
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
50
年
に
大
阪
外
国
語
大
学
（
現

在
は
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
）を
卒
業
、

東
京
大
学
文
学
部
、
同
大
学
院
へ
と
進

み
、
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
に
奉
職
し

ま
し
た
。

　

同
大
学
は
名
古
屋
市
に
３
キ
ャ
ン
パ

ス
を
持
ち
、
文
学
・
心
身
科
学
・
総
合

政
策
、
商
学
・
経
営
学
・
法
学
・
経
済

学
・
歯
学
・
薬
学
の
９
学
部
と
短
期
大

学
部
の
あ
る
、
学
生
総
数
１
万
１
千
人

を
超
え
る
総
合
大
学
で
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
２
年
４
月
よ
り
学
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
就
任
と
同
時

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
よ

り
構
内
は
立
ち
入
り
禁
止
、
授
業
は
す

べ
て
遠
隔
と
な
り
、
が
ら
ん
と
し
た
校

舎
を
見
な
が
ら
寂
し
い
思
い
で
一
杯
で

し
た
。

　

幸
い
に
も
こ
の
感
染
症
の
実
態
も
少

し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
し
、
国
の

方
針
も
あ
っ
て
、
秋
学
期
の
授
業
は
対

面
と
遠
隔
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
集
団
感
染
へ
の
リ
ス
ク
は

あ
り
ま
す
が
、
学
生
と
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
会
え
る
こ
と
は
無
上
の
喜
び
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
の
よ
う
に
、
人
生

に
は
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
が
起
こ
る

も
の
で
す
が
、
そ
の
都
度
自
分
に
負
け

る
こ
と
な
く
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
聞
か
せ
て
い
ま

す
。

　

豊
田
太
蔵
先
生
の
遺
さ
れ
た
、
母
校

の
「
克
己
」
の
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
佐
伯
健
二
・
同
窓
会
長
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
多

忙
な
毎
日
を
過
ご
し
て
お
ら

れ
る
。
何
が
会
長
を
駆
り
立

て
る
の
か
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
み
ま
し
た
。

（
前
田
永
宣
編
集
長
）

―
い
ろ
い
ろ
な
役
を
務
め
て
お
ら

れ
ま
す
ね
。

佐
伯　

同
窓
会
会
長
の
ほ
か
に
、

と
っ
と
り
県
美
応
援
団
長
、
と
っ

と
り
琴
浦
熱
中
小
学
校
用
務
員

（
事
務
局
長
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
伯

け
ん
こ
う
理
事
、
塩
谷
定
好
写
真

記
念
館
理
事
…
。
薪
ス
ト
ー
ブ
の

愛
好
家
と
里
山
を
守
る
活
動
も
。

ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

新
聞
社
時
代
よ
り
多
忙
で
し
ょ

う
？　

と
、
よ
く
か
ら
か
わ
れ
ま

す
。（
笑
）

―
日
本
海
新
聞
の
仕
事
と
は
関
係

が
あ
り
ま
す
か
。

佐
伯　

地
域
社
会
の
よ
り
良
い
未

来
を
つ
く
る
役
割
が
地
方
紙
に
は

あ
る
。
そ
う
思
っ
て
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
延
長
で

す
。
例
え
ば
、
県
立
美
術
館
が
中

部
・
倉
吉
市
に
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
生
か
す
も
殺
す
も

地
元
住
民
の
が
ん
ば
り
次
第
だ
、

な
ん
て
こ
と
を
社
説
に
書
い
て
き

ま
し
た
。
新
聞
社
を
退
職
し
た
か

ら
と
言
っ
て
知
ら
ぬ
顔
を
す
る
こ

と
は
、
私
の
美
学
に
反
し
ま
す
。

（
笑
）

―
母
校
創
立
者
、
豊
田
太
蔵
先
生

の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
伯　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
太

蔵
先
生
は
、
山
陰
が
文
明
開

化
に
取
り
残
さ
れ
た
の
は
人

材
の
育
成
、
す
な
わ
ち
教
育

の
遅
れ
に
あ
る
と
喝
破
し
、

母
校
創
立
に
奔
走
さ
れ
た
。

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
今
、

太
蔵
先
生
の
足
元
に
は
は
る

か
及
び
ま
せ
ん
が
、
今
の
う

ち
に
出
来
る
こ
と
は
し
て
お
か
な

い
と
、
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て

い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
漁
業
、
エ
ビ
養
殖
、
水
産

教
育
、
漁
村
開
発
、
等
の
分
野
で
Ｏ
Ｄ
Ａ

（
政
府
開
発
援
助
）
の
専
門
家
と
し
て
働

き
ま
し
た
。

　

最
初
の
仕
事
場
所
は
、
ア
メ
リ
カ
国
境

に
近
い
メ
キ
シ
コ
北
部
。
７
月
下
旬
、
飛

行
機
か
ら
降
り
た
時
、
雲
も
な
い
強
烈
な

日
差
し
で
空
の
色
も
濃
紺
に
感
じ
、「
暑

い
…
」
で
は
な
く
、「
ア
チ
ッ
！
」
の
世

界
で
し
た
。

　

夕
方
、
街
に
出
て
屋
台
の
オ
レ
ン
ジ

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
初
め
て
ジ
ュ
ー
ス

の
味
を
知
り
、
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
て
初
め

て
ス
テ
ー
キ
の
味
を
知
り
ま
し
た
。

　

以
後
、
そ
の
味
が
世
界
一
。
夜
郎
自
大

で
す
が
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
在
職
中
、
訪
問
し
た
国
は
70

国
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
特
に
メ
キ
シ
コ

や
中
米
の
食
べ
物
や
地
域
社
会
に
魅
了

さ
れ
、
今
で
も
味
恋
し
さ
で
第
二
、
第
三

の
故
郷
に
「
里
帰
り
」
し
ま
す
。

　

そ
れ
も
育
英
時
代
に
育
ま
れ
た
「
自

由
」
の
影
響
か
と
思
う
此
の
頃
で
す
。

「親子２代の育英育ち。
今は、メキシコや中米が第二の故郷に。」木谷　浩（Ｓ41）

愛
知
学
院
大
学

学
長
に
就
任
し
て

引
田
弘
道（
Ｓ
46
）

熱中小学校での佐伯会長

佐
伯
会
長
は
、

鳥
取
県
立
美
術
館
の

応
援
団
長

＆ 

琴
浦
熱
中
小
学
校
の
用
務
員
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陸
上
部

鳥
取
県
高
校
（
代
替
大
会
）

７
月
４
日
～
５
日　

布
勢
陸
上
競
技
場

【
男
子
】　

100
ｍ　

優
勝　

井
上
瑞

葵　

⑥
上
田
嵩
矢　

⑦
宮
本
一
樹　

⑧
太
田　

陸　

200
ｍ　

優
勝　

井
上

瑞
葵　

④
太
田　

陸　

400
ｍ　

優
勝　

加
藤　

快　

⑥
福
井
虹
太
郎　

800
ｍ　

②
福
本
航
太　

④
北
尾
風
馬　

⑥
鳥

越
淳
志　

１
５
０
０
ｍ　

優
勝　

北

尾
風
馬　

⑦
表　

響
希　

110
ｍ
Ｈ　

優
勝　

牧
野
晃
大　

③
浜
本
流
聖　

400
ｍ
Ｈ　

④
牧
野
晃
大　

４
×
100
ｍ

Ｒ　

優
勝　

上
田
嵩
矢
・
井
上
瑞
葵
・

井
之
上
匠
・
宮
本
一
樹　

４
×
400
ｍ

Ｒ　

⑧
井
上
慧
太
・
太
田　

陸
・
福

本
航
太
・
加
藤　

快　

走
高
跳　

優

勝　

平
岩　

優　

走
幅
跳　

②
原
田

歩
武　

③
井
上
威
吹

【
女
子
】　

800
ｍ　

優
勝　

長
石
知

佳　

②
岩
崎
琴

音　

１
５
０
０

ｍ　

②
長
石

知
佳　

④
岩

崎
琴
音　

100
ｍ

Ｈ　

優
勝　

福

嶋
ひ
な
た　

４

×
100
ｍ
Ｒ　

②

野
津
七
海
・
福

嶋
ひ
な
た
・
佐
々
木
真
歩
・
西
尾
心

憂　

走
幅
跳　

⑧
西
尾
心
憂　

砲
丸

投　

③
福
井
瑠
夏

サ
ッ
カ
ー
部

（
総
体　

代
替
大
会
）

vs
倉
吉
総
産
２
―
２
（
Ｐ
Ｋ
５
―
３
）

vs
倉
吉
東　

１
―
３

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

準
決
勝　

鳥
取
育
英
５
―
２
倉
総
産

決
勝　
　

鳥
取
育
英
４
―
５
倉
吉
東

　
　
　

（
準
優
勝
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

県
総
体（
代
替
試
合
）西
部
地
区
大
会

６
月
14
日（
日
）米
子
工
高

かわら版

育
英
ス
ポ
ー
ツ
＆
文
化

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
、
春

か
ら
全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
中

止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
史
上
初
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
中
止
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
県
総

合
体
育
大
会
の
「
代
替
」
の
大
会

が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
夏
の
「
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
」
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
大
会
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
０
年
10
月
11
日
、
県
マ
ス

タ
ー
ズ
駅
伝
が
、
湯
梨
浜
コ
ー
ス
で

あ
り
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
開
催
さ

れ
た
、
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
で
す
。

　

還
暦
の
部
の
年
代
別
で
５
人
で
タ

ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝
で
中
部
選
抜
で

出
場
し
ま
し
た
。
３
連
覇
を
狙
っ
て

い
ま
し
た
が
、
鳥
取
東
部
選
抜
に
24

秒
遅
れ
の
２
位
で
し
た
。

　

「
切
り
絵
」
は
同
窓
会
の
美
術
展

が
次
年
あ
れ
ば
、
出
品
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

（
高
塚
さ
ん
記
）

切り絵の名手で、
マスターズ陸上でも活躍

高塚俊蔵�さん（Ｓ41）

　よく、新聞読者欄に掲載される高塚
さんの切り絵。つとに知られているが、
「マスターズ陸上」でもオールラウン
ドのアスリートです。

１
回
戦　

鳥
取
育
英
２
―
０
米
子
東

決　

勝　

鳥
取
育
英
０
―
２
米
子
工
業

レ
ス
リ
ン
グ
部

　
　

合
同
練
習
会
（
代
替
試
合
）

71
㎏
級

杉
谷
康
真

（
鳥
取
育
英
）

〇
―
長
濱

菜
紘
（
鳥
取

育
英
）

65
㎏
級

石
川
海
月

（
鳥
取
育
英
）

〇
―
磯
上
遥
也
（
鳥
取
育
英
）

石
川
海
月
〇
―
湯
川
輝
音
（
総
産
）

磯
上
遥
也
〇
―
湯
川
輝
音
（
総
産
）

野
球
部

１
回
戦　
八　
　

頭
４
―
７
鳥
取
育
英

２
回
戦　
鳥
取
育
英
４
―
８
米
子
工
業

見事な切り絵
「神崎神社の龍神」

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
の
勇
姿

（
中
央
が
高
塚
さ
ん
）

赤色が育英
（対倉吉東高）

対八頭戦で好投
知久馬君 写真右＝岩垣君（育英）杉谷君（赤色・育英）

長濱君（青色・育英）

中
央
が
佐
々
木
さ
ん

（
育
英
）

110mH 優勝　牧野君（左）　３位の浜本君（右）



2020（令和２）年11月１日（ 10 ）同 窓 会 報

写
真
・
新
聞
報
道
に
見
る
育
英

９月19日（土）　日本海新聞

▲10月13日（火）　日本海新聞

▲10月18日（日）　日本海新聞

９
月
21
日（
月
）　
日
本
海
新
聞

▲９月29日（火）　毎日新聞［鳥取版］　
　活躍する脚本家の足立紳さん

８月30日（日）　日本海新聞

　“コロナ”と闘う医療
現場の様子、そして
母校の対応を報告し
てもらった。

　アルゼンチンの新型コロナ感染者は世界で
７番目の多さ。ブエノスアイレスで指圧学校
の先生をしている宮脇氏の便りです。

　
　

藤
井
政
雄
記
念
病
院
看
護
部
長

小
谷
敬
子
（
Ｓ
51
）

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染
症
を
院
内
に

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

感
染
予
防
対
策
の
策
定
・
周
知
徹
底

に
努
め
、
病
院
玄
関
で
の
ト
リ
ア
ー

ジ
を
は
じ
め
と
し
て
感
染
予
防
対
策

に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
で

す
。

　

感
染
予
防
に
必
要
な
物
品
の
確

保
、
安
全
な
防
護
具
の
着
脱
、
院
内

発
生
を
想
定
し
た
訓
練
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

　

外
来
・
入
院
患
者
様
の
感
染
予
防

も
含
め
安
心
・
安
全
な
医
療
環
境
の

提
供
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
電
話
診
療
、

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
導
入
、
Ｗ
ｅ
ｂ

研
修
な
ど
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
医

療
従
事
者
と
し
て
自
己
の
感
染
予
防

対
策
の
徹
底
に
も
留
意
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の

収
束
を
願
い
な
が
ら
。

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て

学
校
も
変
則
体
制

　

４
月
７
日
始
業
式
、
入
学
式
は
予

定
通
り
実
施
で
き
順
調
に
学
校
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
た
か
に
思
え
た
も
の

の
、
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
18
日
～

５
月
６
日
ま
で
部
活
動
禁
止
、
放
課

後
の
校
内
か
ら
元
気
な
生
徒
の
声
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
の
感
染
拡
大
状
況

が
悪
化
し
、
４
月
27
日
よ
り
臨
時
休

業
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
６
日
緊
急
事
態
宣
言
は
解

除
。
し
か
し
、
７
日
以
降
は
出
席
番

号
の
奇
数
、
偶
数
に
分
け
て
の
分
散

登
校
。
さ
ら
に
通
学
時
の
混
雑
を
避

け
る
た
め
授
業
開
始
時
刻
を
遅
ら
せ

た
う
え
、
授
業
時
間
を
35
分
授
業
と

し
、
２
限
～
７
限
ま
で
の
特
別
時
間

割
体
制
。
６
月
１
日
よ
り
、
よ
う
や

く
通
常
授
業
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

部
活
で
は
最
大
の
目
標
で
あ
っ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
中
国
大
会
、
県
総

体
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
行
事
も
育
英
祭
、
大
運
動
会

は
公
開
を
中
止
と
し
短
縮
日
程
で
開

催
。
２
年
生
の
関
西
研
修
旅
行
は
、

県
内
各
地
を
巡
る
研
修
へ
変
更
と
な

り
ま
し
た
。 

（
学
校
事
務
局
記
）

“With コロナ”
コロナと闘いながら、

　

新
し
い
生
活
様
式
に
慣
れ
て
き

て
、
感
染
症
対
策
も
定
着
し
て
き
ま

し
た
。
本
校
で
も
学
校
生
活
を
安
全

に
過
ご
す
た
め
、
国
や
県
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
い
、
マ
ス
ク
着
用
、手

洗
い
、手
指
消
毒
、朝
の
健
康
観
察
、

各
教
室
の
消
毒
、換
気
等
の
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
こ
れ
が

い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
先
が
見
え
な

い
こ
と
へ
の
不
安
が
大
き
い
で
す
。

 

保
健
室
で
は
、こ
れ
か
ら
も
感
染

症
対
策
を
怠
ら
ず
、
生
徒
の
変
化
に

留
意
し
つ
つ
、一
人
一
人
の
心
に
向

き
合
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大

切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　アルゼンチンのコロナ発症は、１月、２月の夏
季休暇を欧州で過ごした人達が帰国し始めた時期
と重なっています。２月25日にフランスから帰国
した男性が３月７日急死。南米初のコロナ死亡者
でした。
　◆学校は３月16日から一斉休校。３月20日に強
制隔離措置を発令。「命が一番、経済は後で解決
しよう」と新大統領が声明を出しました。これに
より私の外出先は近所のスーパー、パン屋、八百
屋のみとなりました。９月26日現在、発症件数は
70万人、死者1.5万人、治癒数55.6万人です。

　現在も首都圏と周辺の州で市中感染が増加中で
強制隔離が続いています。日常生活では、挨拶は
男女とも頬をつけて抱擁を交わしていたのが、肘
と肘を接する形が主流になりました（写真＝下）。
　◆５月には史上９回目のデフォルト。経済は、
第２四半期のＧＤＰが前年比－19.1％と、史上最
大の落ち込みになりました。
　◆指圧学校は、オンライン授業を採用しました。
学生が、ＰＣ画面だけで指圧技術を身に付けるの
は至難の業だと思っていましたが、自作の人形や
クッションを丸めたものを圧して熱心に勉強を続
けています。
　対面授業時に
フォローアップ
は必須でしょう
が、学生からど
んな指圧を受け
ら れ る か 今 か
ら、興味津々で
す。

「
保
健
室
の
窓
か
ら
」

指
圧
学
校
付
近
。

ひ
と
は
ま
ば
ら

肘と肘とで挨拶。（右が筆者）

アルゼンチンは現在も、アルゼンチンは現在も、
強制隔離措置です。強制隔離措置です。 宮脇利博（Ｓ44）
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写
真
・
新
聞
報
道
に
見
る
育
英

９月19日（土）　日本海新聞

▲10月13日（火）　日本海新聞

▲10月18日（日）　日本海新聞

９
月
21
日（
月
）　
日
本
海
新
聞

▲９月29日（火）　毎日新聞［鳥取版］　
　活躍する脚本家の足立紳さん

８月30日（日）　日本海新聞



第51号（ 12 ）鳥 取 中 央 育 英 同 窓 会 報2020（令和２）年11月１日

令和元年度　同窓会一般会計決算書
収　入� 単位（円）

科　目 予算額 決算額 増　減 摘　　　用
入 会 金 1,386,000 1,435,500 49,500 9,900円×145名
繰 越 金 361,460 361,460 0 前年度繰越金
繰 入 金 500,000 0 △ 500,000 特別会計よりの繰入なし

寄 付 金 2,300,000 1,642,522 △ 657,478
同窓会協力金　R1年度新規分（一
口2,000円－振込手数料）・体育コー
ス50周年記念事業会計より助成金

美術展協力金 30,000 0 △ 30,000 美術展中止
雑 収 入 540 9 △ 531 預金利息
合　　計 4,578,000 3,439,491 △ 1,138,509

支　出
科　目 予算額 決算額 増　減 摘　　　用

事 務 費 1,420,000 1,514,336 94,336
事務用PC、通信費、振込
手数料、会報、広告料（総
会中止のお知らせ）他

会 議 費 563,000 166,514 △ 396,486 総会、役員会等
旅 費 180,000 480 △ 179,520 支部総会出席旅費
渉 外 費 110,000 14,942 △ 95,058 支部総会会長手土産代、祝電・弔電

晩 登 塾 400,000 35,272 △ 364,728 晩登塾記念誌制作準備用事
務用品、通信用切手代

支部育成強化費 590,000 121,753 △ 468,247
関西支部マスターズ甲子園
大会応援経費、支部総会補
助（大栄支部）

入会記念品費 260,000 279,594 19,594 新 聞 縮 刷 版（ 同 窓 会 報、
PTA会報、鳥取育英高新聞）

学校活動援助費 90,000 71,200 △ 18,800 野球大会・全国大会等激励広告代
激 励 費 150,000 96,000 △ 54,000 全国大会等出場生徒激励

次年度繰越金 815,000 1,139,400 324,400
合　　計 4,578,000 3,439,491 △ 1,138,509

※会計年度　令和元年８月の総会から次年度総会まで

令和２年度　同窓会一般会計予算書
収　入� 単位（円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減△ 摘　　　用
入 会 金 1,514,700 1,386,000 128,700 9,900円×153名
繰 越 金 1,139,400 361,460 777,940 前年度繰越金
繰 入 金 500,000 500,000 0 特別会計より繰入
同窓会協力金 1,800,000 2,300,000 △ 500,000 一口2,000円以上
美術展協力金 30,000 30,000 0 一口1,000円
雑 収 入 550 540 10 預金利息
合　　計 4,984,650 4,578,000 406,650

支　出
科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減△ 摘　　　用

事 務 費 1,300,000 1,420,000 △ 120,000 通信費、振込手数料、用紙代、
会報、総会経費（案内等）他

会 議 　 費 563,000 563,000 0 総会、役員会、学年理事会等
旅 費 180,000 180,000 0 県外支部総会等出席旅費
渉 外 費 110,000 110,000 0 会長等渉外諸費

晩 登 塾 743,000 400,000 343,000 晩登塾記念誌印刷（100部）
原稿執筆謝金

支部育成強化費 540,000 590,000 △ 50,000 支部総会補助　支部割10,000円（９
支部）　出席割 @1,500×300人

入会記念品費　　299,000 260,000 39,000 新聞縮刷版
学校活動援助費 90,000 90,000 0 野球大会・全国等激励広告代他
激 励 費 150,000 150,000 0 全国大会等出場生徒への激励他

計 3,975,000 3,763,000 212,000
予 備 費 1,009,650 815,000 194,650 翌年度繰越資金
合　　計 4,984,650 4,578,000 406,650

※会計年度　令和２年８月の総会から次年度総会まで

　取材し、原稿をお願いしているが、地元や
県外また海外で活躍されている同窓生がいか
に多いことか。まだまだ、知らない所で活躍
されている同窓生がいる。掘り起こして伝え
たい。 （前田）
　「『こんな同窓生もいます』というコンセプ
トで書きます」と、Ｓ41卒のＫさん。アルゼン
チンから、何度も何度もメールくれたＭさん

（Ｓ44卒）。本当に感謝です。会報の編集をし
ていると、会員の諸氏への “Ｇｏ to トラベ
ル” しているような感覚になります。 （戸田）
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事業報告
大栄支部 ３月14日㈯ 「610キッチン」
関西支部 ６月７日㈰ 中止
関東支部 ６月13日㈯ 中止
東伯支部 ６月27日㈯ 中止
同窓会総会 ８月10日㈯ 中止
第５回役員会 ４月28日㈫
第６回役員会 ８月４日㈫

※総会中止のため総会代替とする

事務局からのお知らせ
　学年同窓会を開催されます時は事務局へ
ご連絡ください。同窓会報、学校新聞その
他必要な資料を準備します。
　連絡先：TEL（0858）37-3211
　　　　　FAX（0858）37-3212
　　　　　E-mail:nagayo_hr@mailk.torikyo.ed.jp
　事務局：永代浩孝・入江　翠


